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平成29年2月20日
ROISシンポジウム
データサイエンス共同利用基盤施設における具体的取組みの紹介



ライフサイエンス統合DBプロジェクト開始時点の
我が国におけるライフサイエンスDBの問題点

• DBが散在していて所在情報や利用法が分からない
– 我が国で1,000、世界で10,000ものDB
– 似たようなものがいくつもありどれを使ってよいか分からない

• DBやDBのエントリに信頼性の高い注釈がついていない
– DB構築、維持を行える人材不足、DB構築への評価の低さ

• 大型プロジェクトの成果公開、共有が不十分
– 我が国のライフ関係予算は年間３,０００億円以上

– 公開されているものもプロジェクトが終了すると更新ストップ

• ばらばらに構築・管理されていて検索・解析・応用が困難
– 現在の統合化は分子レベルで行われていて医療などへの応用困難

– 日本語化されていないので研究動向や分野の状況の把握困難

• 我が国にはDB戦略、中核センターがない
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⇒DBCLSの設置（H19）、統合DBプロジェクトの開始
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国内データベース（約２５０について）

H20年度～ H19年度

配列 発現 蛋白 表現型 二次DB

~50 ~20 ~10~100 ~50

受入れ5DB 15DB 30DB

横断検索
（キーワード検索）

統合検索
（高度な検索）

20DB 200DB

H21年度 H22年度

DBポータル
（所在情報）

250DB

Integbio
データベースカタログ
1543件（うち国内DB 1105件）

生命科学DB横断検索
586DBが対象

生命科学系DBアーカイブ
113DBがダウンロード可能

平成18年度調査結果 平成28年度現在

H23以降はJST/NBDCとの
一体的運用/共同研究



ライフサイエンスデータベース統合推進事業のロードマップ

「ライフサイエンス分野の統合データベース整備の第二段階の推進戦略」より
http://biosciencedbc.jp/gadget/unei/suishin_senryaku.pdf 4



次世代生命科学データベースの実現に向けて

• 次世代生命科学データベース＝データ駆動
型サイエンスを実現するデータベース

• データ駆動型サイエンスにおいては、新規
データ生成も必要ながら、膨大に蓄積され
たデータを効率的・効果的に再利用する必
要がある→データインフラの整備

• そのためには、データのセマンティクス（デ
ータの意味）を扱うことが不可欠

• また、データ処理の大幅な省力化も必要 RDFの採用

= セマンティック・ウェブ
= Linked Open Data
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自然文によるRDFデータベースの検索

LODQA (http://lodqa.org)
9

http://lodqa.org/
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→ http://integbio.jp/rdf/

http://integbio.jp/rdf/


国際的な潮流
平成13 セマンティックウェブの提唱

平成23

平成25

平成26
MESH

平成27

平成20

RDF portal

平成22 第3回BioHackathon開催

平成19 DBCLS設置 Tim Berners-Lee
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国際開発者会議BioHackathon



例：データ統合による個別化医療のサポート
-分野や国境を越えたDB統合-

Open TG-GATEs

医薬品をヒト（およびラット）
細胞へ暴露した際の遺伝子発現
および毒性情報データ

ChEMBLPubChem
化合物

UniProt タンパク配列

PDBj
タンパク立体構造

FAMS

化合物とタンパク質
間の生物活性

予測GPCR立体構造モデル

GlycoEpitope
糖鎖抗原・抗体の機能DB

Nikkaji
化合物

GlycoProtDB
N結合型糖タンパク質

ヒトゲノム多型情報

エピゲノム情報

個人別遺伝子発現データ

新規タンパク立体構造予測モデル

新規医薬品ヴァーチャル
スクリーニングDDBJ

日本人リファレンスゲノム
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赤いノードは日本のDB
青は米国、オレンジは欧州



柏ラボ（東京大学柏の葉キャンパス駅前サテライト内） 三島ラボ（国立遺伝学研究所内）

DDBJ

スパコン棟

NBRP情報センター
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